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THE MAGIC OF ROTARY

第2回例会

ハイブリッド例会

点　　鐘　　細谷会長　

司　　会　　副ＳＡＡ　飯村会員

◇ロータリーソング「奉仕の理想」

◇本日のランチ　小付　揚げ物　鶏ももカレーソース

煮込み　香の物　汁　御飯　デザート

 
会長挨拶　　　　　　　細谷会長

皆さん、こんにちは。昨日の暑さと比べると過

ごしやすいので、出席も多いかと思いましたが、

先週に比べて少し少ない気も致します。本日もご

参加いただき、ありがとうございます。

本日は、皆様もよくご理解されていると思いま

すが、お忘れの方もいらっしゃるかと思いますの

で、ロータリーの行動規範についてお話させてい

ただきます。ロータリーの行動規範は、全会員に

は以下のことが求められる。とあります。

１.個人として、また事業において、高潔さと、

高い倫理基準を持って行動する。

２.他者に公平に接し、敬意をもって接すること。

これには、他者を尊重する言葉を使う、サ

ポートを示す、温かく迎え入れるインクルー

シブな環境を助長する、多様性を重んじると

いう「ロータリーの多様性・公平さ・インク

ルージョン（ＤＥＩ）の行動規範」を尊守す

ることが含まれる。

３.ロータリーを通じて自分の職業スキルを生か

し、地域社会や世界のほかの地域の人々の生

活の質を高める。

４.ロータリーやほかのロータリー会員の評判を

落とすような言動は避ける。

５.ロータリー関連行事のすべての行動規範に従

う。

とあります。以上の行動規範は、「四つのテス

ト」と並び、すべてのロータリアンの倫理的行動

の枠組みとなるものです。

本日は、各委員会の事業計画の発表があります

ので、発表する各委員会の委員長の皆様、よろし

くお願いいたします。

幹事報告	 伴　幹事

◇本日18時30分～ ホテルニューイタヤにて

　細谷年度第１回定例理事会開催。

◇来週、第３例会、委員会の事業計画発表。

　委員長が発表できない場合は代理の方を。

◇先月６月30日をもって、矢板ロータリークラブ

　が脱会。

委員会報告� 　

◇スマイルボックス委員会　　　　  中山委員

渡邉有規会員

　７月６日に孫が生まれました。４人目です。

長女に男の子の孫。大変にありがたいです。

感謝致します。

古瀧友章会員

　先日のバックス・ゴーで、メンバーとハン

ディに恵まれ優勝させていただきました。

◇出席委員会　　　　　　　　　　

＜皆出席表彰・６月分＞　　　　　

　通算34年　野口　忠男 会員

　連続30年　若度　哲久 会員

　連続25年　小林　正明 会員

　連続８年　伴　　　誠 会員

　連続２年　今泉　　一 会員
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を考えます。

⑤若い世代（40～50歳代）のロータリアンか

らの仲間（知人・友人）を重点的に会員増

強のターゲット層とします。

７.職業分類委員会　　　　　　青木格次委員長

①適切な職業分類を検討、分類表を作成しま

す。

②現会員の職業分類を適切に再検討します。

③未充填職業分類を公表し、当該職業分類の

会員の増強を図ります。

④会員増強委員会及び会員選考委員会と密接

に協議を行い、会員増強を促進します。

８.会員選考委員会　　　　　稲見京二委員長　

会員増強委員会から推薦された方々につい

て、職業、社会的地位、その他、当クラブに

ふさわしいかどうかを検討します。結果を理

事会に報告するとともに、関係委員会と連絡

を蜜にし、会員増強に寄与したいと考えてお

ります。

９.ロータリー米山記念奨学会委員会

手塚正智委員長

①奨学事業の理解促進

　　米山奨学会事業の理解を深めるためにも

10月の米山月間において米山奨学生からの

卓話を予定しています。

②奨学会への寄付増進への取り組み

　　米山奨学会事業について、その理念や現

状を再確認し、より多くの会員から特別寄

付の協力を頂けるよう努め、会員一人当た

り地区目標額（\19,000）達成に向けた取

り組みを進めて参ります。毎月第３例会時

に寄付を募りますので、会員の皆様は第３

例会にはお財布に寄付金をたくさん入れて

出席ください。

③奨学生の受け入れと交流促進

　　世話クラブとして引き受けている学生を

引き続き学業支援、そしてクラブ会員との

交流、親睦を深めるよう努めます。また、

サブ世話クラブとして支援もして参ります。

10. ロータリー米山記念奨学会学友委員会

　　　　　　　　　　　　　　手塚正智委員長

①ロータリー米山奨学会委員会と連携して、

　米山奨学会の学友が実施する国際親善・

友好交流等の活動に対して支援協力を行い

ます。

②世話クラブで引き受けた米山奨学生が、奨

　学期間終了後も当クラブと交友関係を維

持・継続するための方策を考案し、実施に

努めます。

③地区と連携し、米山奨学会ホームカミング

制度の活動推進に努めます。

卓　話

今年度各委員会の事業計画の発表（１）

１.クラブ奉仕委員会　　　　　片嶋常隆委員長

クラブ奉仕部門の委員会（出席・スマイル

ボックス・会報雑誌・ソーシャルメディア）

の活動が円滑に行われるように協力し、クラ

ブ運営の活性化に努めて参ります。クラブ活

動の基本である例会を充実させるため、委員

会で検討していきたいと思います。欠席しが

ちな会員への声かけを行う等、実践していき

たいと考えています。

２.出席委員会　　　　　　　　鈴木　明委員長

①出席することがロータリークラブの基本で

あります。クラブ会員の出席率の向上に努

めます。

②皆出席者の表彰を、感謝を込めて行います。

③ロータリークラブ主催の各種会合への参加

を促し、活性化に努めます。

３.スマイルボックス委員会　　　

中山靖之委員（山下大介委員長代理）

①会員の皆様の喜ばしい出来事、お祝い事等

を、スマイルボックスを通じて御提供いた

だき、会員同士の親睦を深めていきます。

②スマイルボックスで集まったお金が有効に

活用されるよう推進してまいります。

４.会報・雑誌委員会　　　　　床井光雄委員長

クラブの魅力アップということで、会長は

じめ、プログラム委員会等の委員会とコミュニ

ケーションを図りながら、協力していければと

思います。公的な行事だけでなく、会員のプラ

イベートなトピックスも取り入れ、より興味が

湧く会報としたいと思いますので、皆様からの

情報提供を宜しくお願いいたします。

５.ソーシャルメディア委員会　渡辺純一委員長

主に、前年度に引き続きという活動をして

まいりますが、特に、マイロータリーの活用

を推進していければと思っています。また、

ＳＮＳを通じて、クラブの活動を対外に発信

する活動もしていきたいと思っています。

６.会員増強委員会　　　 　　金子　剛委員長

当クラブは会員数 102 名の大型クラブです

ので、純増４名を目標に活動致します。

①新会員に入会前に十分な説明と出席率を高

め、親睦を強固にします。

②趣味の会の入会を促して、会員間のつなが

りを深めます。

③入会３年未満の会員とベテラン会員（15年

以上）との交流会を行います。

④退会原因、理由等の要因を分析して、施策
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